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HDL･LDL-C測定用
（2 mL×4）
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（3 mL×6）、（3 ｍL×2）
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● キャリブレータ
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● 確認用試料
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ＲｅｍＬ－Ｃ測定用Ｌ・Ｈ
1 mL（L+H）×3

レムナント様リポ蛋白コレステロール

● コントロール血清
品名

※試薬R-1、R-2は別売りです。
※各種自動分析機への適応が可能です。
※包装形態につきましては営業担当者までお問い合わせください。
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測定原理 測定原理

CRMLN/DCM：国立循環器病研究センター脂質基準分析室で測定

＊4：FC（遊離型コレステロール）に富んだHDL
＊5：DCMのHDL上清のFC/TCを測定、正常は20～30%

＊6：比重1.063 g/mL以上のリポ蛋白を分離2）

＊7：主にアガロースゲル電気泳動でslow　に移動3）

＊8：ApoE-rich HDLをHDL-Cとして回収する沈殿法4）

＊1：超遠心分離（CM・VLDL除去）・ヘパリンMn沈殿・酵素法（デタミナー L 
TC Ⅱで測定）7）

＊2：超遠心2）で分離した各リポ蛋白を測定した回収率

メタボリード HDL-C ＜選択的抑制法＞ 製造販売届出番号：13A2X00172088001 メタボリード LDL-C ＜選択的可溶化法＞ 製造販売届出番号：13A2X00172126001

コレステロールオキシダーゼ

パーオキシダーゼ

● DCMとの相関（測定機器：日立系機器）

CDC＊1認証試薬

● 高TG検体における超遠心法HDL-C＊6との相関（測定機器：日立系機器） ● 簡易βQ法＊1との相関（測定機器：日立系機器）

HDL-C（遊離型）＋O2+H＋

赤紫色キノン色素 +
 5H2O

 コレステノン + H2O2

ポリアニオン・カチオン性物質

コレステロールエステラーゼ

LDL・VLDL・カイロミクロン

HDL-C（遊離型）
＋遊離脂肪酸

酵素との反応を抑制

（λmax=555 nm）

コレステロールオキシダーゼ

パーオキシダーゼ

LDL-C（遊離型）＋O2+H+

2H2O2 + 4-AA + EMSE※ + 
H3O+

赤紫色キノン色素 +
 5H2O

コレステノン + H2O2

界面活性剤・糖化合物

界面活性剤

コレステロールエステラーゼ

HDL・VLDL・カイロミクロン

LDL-C（エステル型）＋H2O LDL-C（遊離型）
＋遊離脂肪酸

酵素反応を阻害
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● Friedewald式との相関（測定機器：日立系機器）

2H2O2 + 4-AA + EMSE※ + 
 H3O+　HDL-C（エステル型）＋H2O

（λmax=555 nm）

● 標準物質測定値（測定機器：日立系機器）

 検体1 28.9 30.0 37.9
 検体2 49.1 49.1 38.1
 検体3 38.2 37.5 39.3

● FC-rich HDL-C＊4測定値（測定機器：日立系機器）
簡易DCM
［mg/dL］

メタボリードHDL-C
測定値

［mg/dL］
HDL中FC含量＊5

［％］

 検体1 44.2  46.1
 検体2 95.0 98.0
 検体3 165.6 163.9

● ApoE-rich HDL-C＊7測定値（測定機器：日立系機器）
13%PEG法＊8
［mg/dL］

メタボリードHDL-C
測定値

［mg/dL］

※ N-エチル-N-（3-メチルフェニル）-N’-サクシニルエチレンジアミン ※ N-エチル-N-（3-メチルフェニル）-N’-サクシニルエチレンジアミン

1.006 1.019 1.063 （g/mL）

回
収
率（
％
）

100

80

60

40

20

0 VLDL IDL 狭義 LDL HDL

広義LDL

JCCRM224-19（脂質測定用常用参照標準物質） 
JCCRM223-47（コレステロール・中性脂肪常用参照標準物質）
認証値：βQ法により値付け6）

● 標準物質測定値（測定機器：日立系機器）● リポ蛋白分画の反応性＊2, 8）

JCCRM224-19（脂質測定用常用参照標準物質） 
JCCRM223-47（コレステロール・中性脂肪常用参照標準物質）
認証値：超遠心分離－ヘパリンMnCl2沈殿（CDCレファレンス法）

により値付け5）

CDC/CRMLN＊2比較対照法（DCM＊3）による脂質標準化プログラムの認証を
継続的に取得しています。

＊1：Centers for Disease Control and Prevention；アメリカ疾患予防管理センター
＊2：National Cholesterol Reference Method Laboratory Network；国際脂質標準化ネットワーク
＊3：Designated Comparison Method；比較対照法1）

CDC認証試薬
CDC/CRMLN の基準分析法（βQ法6））による脂質標準化プログラムの認証を
継続的に取得しています。

メタボリードHDL-C
測定値

［mg/dL］
JCCRM224-19（HDL-C） 48.1 48
JCCRM223-47④ 48.1 48
JCCRM223-47⑤ 61.7 62

認証値
［mg/dL］
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標準物質

メタボリードLDL-C
測定値

［mg/dL］
JCCRM224-19（LDL-C） 99.7 99
JCCRM223-47⑦ 99.7 99
JCCRM223-47⑧ 131.1 132

認証値
［mg/dL］標準物質
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デタミナーL TC Ⅱ ＜コレステロール酸化酵素法＞ 製造販売届出番号：13A2X0017205Y001 デタミナーL TG Ⅱ ＜FG消去酵素法＞ 製造販売届出番号：13A2X00172061001

CDC認証試薬
CDC/CRMLNの基準分析法(アベルケンダール法)による脂質標準化プログラムの
認証を継続的に取得しています。

CDC認証試薬
CDC/CRMLNの基準分析法(グリセロール消去法)による脂質標準化プログラムの
認証を継続的に取得しています。

測定原理
エステル型コレステロール 遊離型コレステロール ＋ 脂肪酸

遊離型コレステロール ＋ O2 ＋ H+  コレステノン ＋ H2O2

2H2O2 ＋ 4-AA ＋ DOSE※＋ H3O+ 青紫色キノン色素 + 5H2O
（λmax=585 nm）

※ N-（3,5-ジメトキシフェニル）-N'-サクシニルエチレンジアミンナトリウム

化学修飾コレステロールエステラーゼ

コレステロールオキシダーゼ

パーオキシダーゼ

第
二
反
応

第
一
反
応

アベルケンダール法：国立循環器病研究センター脂質基準分析室で測定

JCCRM223-47（コレステロール・中性脂肪常用参照標準物質）
認証値：アベルケンダール法（CDCレファレンス法）により値付け8）

● アベルケンダール法との相関9）（測定機器：日立系機器） ● 標準物質測定値（測定機器：日立系機器）

n ＝20
y ＝1.012x－3.197
r ＝0.9993
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動脈硬化性疾患予防ガイドライン 2022年版10）
（引用：動脈硬化性疾患予防ガイドライン2022年版 p22表2-1、p71 表3-2）

メタボリックシンドロームの診断基準12）

測定原理

JCCRM224-19（脂質測定用常用参照標準物質） 
JCCRM223-47（コレステロール・中性脂肪常用参照標準物質）
認証値：日本臨床化学会（JSCC）の中性脂肪濃度測定勧告法により値付け11）

● 標準物質測定値（測定機器：日立系機器）

● 遊離グリセロールの影響（測定機器：日立系機器）

遊離グリセロール
＋
ATP

グリセロール-3-リン酸
＋
ADP

グリセロール-3-リン酸
＋
O2

 ジヒドロキシアセトンリン酸
＋
H2O2

2H2O
＋
O2

※ N-（3,5-ジメトキシフェニル）-N'-サクシニルエチレンジアミンナトリウム

グリセロールキナーゼ

グリセロール-3-リン酸オキシダーゼ

カタラーゼ

中性脂肪
＋
H2O

グリセロール
＋

脂肪酸

グリセロール
＋
ATP

グリセロール-3-リン酸
＋
ADP

グリセロール-3-リン酸
＋
O2

 ジヒドロキシアセトンリン酸
＋
H2O2

化学修飾リポプロテインリパーゼ

グリセロールキナーゼ

グリセロール-3-リン酸オキシダーゼ

2H2O2
＋
4-AA
＋

DOSE※
＋
H3O+

青紫色キノン色素
+
5H2O

（λmax=585 nm）

パーオキシダーゼ

第
二
反
応

2H2O2

第
一
反
応
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①高脂血症
　中性脂肪値 150 mg/dL以上

　HDLコレステロール値 　40 mg/dL未満
かつ／または

③高血圧
　収縮期（最大）血圧 130 mmHg以上

②糖尿病
　空腹時高血糖 110 mg/dL以上

　拡張期（最小）血圧 85 mmHg以上
かつ／または

●内臓脂肪蓄積
　ウエスト周囲径 男性…85 cm以上
 女性…90 cm以上
（内臓脂肪蓄積面積　男女とも100 cm2以上に相当）

必須項目 選択項目これらの項目のうち2項目以上

デタミナーL TG Ⅱ
測定値

［mg/dL］
JCCRM224-19（TG） 116.7 116
JCCRM223-47② 116.7 116
JCCRM223-47⑥ 176.9 180

認証値
［mg/dL］標準物質

デタミナーL TC Ⅱ
測定値

［mg/dL］
JCCRM223-47① 140.4 141
JCCRM223-47② 172.0 173
JCCRM223-47③ 199.5 200

認証値
［mg/dL］標準物質

＊ 基本的に10時間以上の絶食を「空腹時」とする。ただし水やお茶などカロリーのな
い水分の摂取は可とする。空腹時であることが確認できない場合を「随時」とする。

＊＊ スクリーニングで境界域高LDL-C血症、境界域高non-HDL-C血症を示した場合
は、高リスク病態がないか検討し、治療の必要性を考慮する。

●LDL-CはFriedewald式（TC-HDL-C-TG/5）で計算する（ただし空腹時採血の場
合のみ）。または直接法で求める。
●TGが400 mg/dL以上や随時採血の場合はnon-HDL-C（=TC-HDL-C）かLDL-C
直接法を使用する。ただしスクリーニングでnon-HDL-Cを用いる時は、高TG血症を
伴わない場合はLDL-Cとの差が+30mg/dLより小さくなる可能性を念頭においてリ
スクを評価する。
●TGの基準値は空腹時採血と随時採血により異なる。
●HDL-Cは単独では薬物介入の対象とはならない。

脂質異常症診断基準

LDLコレステロール
 140 mg/dL以上 高LDLコレステロール血症

 120～139 mg/dL 境界域高LDLコレステロール血症＊＊

HDLコレステロール 40 mg/dL未満 低HDLコレステロール血症

 150 mg/dL以上

トリグリセライド
 （空腹時採血＊） 

高トリグリセライド血症
 175 mg/dL以上

 （随時採血＊）

Non-HDLコレステロール
 170 mg/dL以上 高non-HDLコレステロール血症

 150～169 mg/dL 境界域高non-HDLコレステロール血症＊＊ ●＊糖尿病において、PAD、細小血管症網膜症、腎症、神経障害）合併時、または喫煙ありの場合に考慮す
る。（第3章5.2参照）
●＊＊「急性冠症候群」、「家族性高コレステロール血症」、「糖尿病」、「冠動脈疾患とアテローム血栓性脳梗
塞（明らかなアテロームを伴うその他の脳梗塞を含む）」の4病態のいずれかを合併する場合に考慮する。
●一次予防における管理目標達成の手段は非薬物療法が基本であるが、いずれの管理区分においても
LDL-Cが180mg/dL以上の場合は薬物治療を考慮する。家族性高コレステロール血症の可能性も念頭
に置いておく。（第4章参照）
●まずLDL-Cの管理目標値を達成し、次にnon-HDL-Cの達成を目指す。LDL-Cの管理目標を達成しても
non-HDL-Cが高い場合は高TG血症を伴うことが多く、その管理が重要となる。低HDL-Cについては基
本的には生活習慣の改善で対処すべきである。
●これらの値はあくまでも到達努力目標であり、一次予防（低・中リスク）においてはLDL-C低下率20～30%
も目標値としてなり得る。
●＊＊＊10時間以上の絶食を「空腹時」とする。ただし水やお茶などカロリーのない水分の摂取は可とする。そ
れ以外の条件を「随時」とする。
●＊＊＊＊頭蓋内外動脈の50%以上の狭窄、または弓部大動脈粥腫（最大肥厚4mm以上）
●高齢者については第7章を参照。

まず生活習慣の改善を
行った後薬物療法の適
用を考慮する

リスク区分別脂質管理目標値

治療方針の原則

一次予防

生活習慣の是正ととも
に薬物治療を考慮する

冠動脈疾患またはアテローム血栓
性脳梗塞（明らかなアテローム****を
伴うその他の脳梗塞を含む）の既往

二次予防

管理区分

低リスク

中リスク

高リスク

LDL-C Non-HDL-C TG HDL-C

＜150
（空腹時）＊＊＊
＜175
（随時）

≧40

脂質管理目標値（mg/dL）

＜160 ＜190

＜140 ＜170
＜120
＜100＊

＜150
＜130＊

＜100
＜70＊＊

＜130
＜100＊＊
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デタミナーL TC Ⅱ ＜コレステロール酸化酵素法＞ 製造販売届出番号：13A2X0017205Y001 デタミナーL TG Ⅱ ＜FG消去酵素法＞ 製造販売届出番号：13A2X00172061001

CDC認証試薬
CDC/CRMLNの基準分析法(アベルケンダール法)による脂質標準化プログラムの
認証を継続的に取得しています。

CDC認証試薬
CDC/CRMLNの基準分析法(グリセロール消去法)による脂質標準化プログラムの
認証を継続的に取得しています。

測定原理
エステル型コレステロール 遊離型コレステロール ＋ 脂肪酸

遊離型コレステロール ＋ O2 ＋ H+  コレステノン ＋ H2O2

2H2O2 ＋ 4-AA ＋ DOSE※＋ H3O+ 青紫色キノン色素 + 5H2O
（λmax=585 nm）

※ N-（3,5-ジメトキシフェニル）-N'-サクシニルエチレンジアミンナトリウム

化学修飾コレステロールエステラーゼ

コレステロールオキシダーゼ

パーオキシダーゼ

第
二
反
応

第
一
反
応

アベルケンダール法：国立循環器病研究センター脂質基準分析室で測定

JCCRM223-47（コレステロール・中性脂肪常用参照標準物質）
認証値：アベルケンダール法（CDCレファレンス法）により値付け8）

● アベルケンダール法との相関9）（測定機器：日立系機器） ● 標準物質測定値（測定機器：日立系機器）

n ＝20
y ＝1.012x－3.197
r ＝0.9993
X ＝220.2
Y ＝219.7

0

400

300

200

100

350

250

150

50

100 200 30050 150 250 350 4000
アベルケンダール法 TC測定値（mg/dL）

デ
タ
ミ
ナ
ー
L 
TC
 Ⅱ
測
定
値（
m
g/
dL
）

動脈硬化性疾患予防ガイドライン 2022年版10）
（引用：動脈硬化性疾患予防ガイドライン2022年版 p22表2-1、p71 表3-2）

メタボリックシンドロームの診断基準12）

測定原理

JCCRM224-19（脂質測定用常用参照標準物質） 
JCCRM223-47（コレステロール・中性脂肪常用参照標準物質）
認証値：日本臨床化学会（JSCC）の中性脂肪濃度測定勧告法により値付け11）

● 標準物質測定値（測定機器：日立系機器）

● 遊離グリセロールの影響（測定機器：日立系機器）

遊離グリセロール
＋
ATP

グリセロール-3-リン酸
＋
ADP

グリセロール-3-リン酸
＋
O2

 ジヒドロキシアセトンリン酸
＋
H2O2

2H2O
＋
O2

※ N-（3,5-ジメトキシフェニル）-N'-サクシニルエチレンジアミンナトリウム

グリセロールキナーゼ

グリセロール-3-リン酸オキシダーゼ

カタラーゼ

中性脂肪
＋
H2O

グリセロール
＋

脂肪酸

グリセロール
＋
ATP

グリセロール-3-リン酸
＋
ADP

グリセロール-3-リン酸
＋
O2

 ジヒドロキシアセトンリン酸
＋
H2O2

化学修飾リポプロテインリパーゼ

グリセロールキナーゼ

グリセロール-3-リン酸オキシダーゼ

2H2O2
＋
4-AA
＋

DOSE※
＋
H3O+

青紫色キノン色素
+
5H2O

（λmax=585 nm）

パーオキシダーゼ
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応
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第
一
反
応
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①高脂血症
　中性脂肪値 150 mg/dL以上

　HDLコレステロール値 　40 mg/dL未満
かつ／または

③高血圧
　収縮期（最大）血圧 130 mmHg以上

②糖尿病
　空腹時高血糖 110 mg/dL以上

　拡張期（最小）血圧 85 mmHg以上
かつ／または

●内臓脂肪蓄積
　ウエスト周囲径 男性…85 cm以上
 女性…90 cm以上
（内臓脂肪蓄積面積　男女とも100 cm2以上に相当）

必須項目 選択項目これらの項目のうち2項目以上

デタミナーL TG Ⅱ
測定値

［mg/dL］
JCCRM224-19（TG） 116.7 116
JCCRM223-47② 116.7 116
JCCRM223-47⑥ 176.9 180

認証値
［mg/dL］標準物質

デタミナーL TC Ⅱ
測定値

［mg/dL］
JCCRM223-47① 140.4 141
JCCRM223-47② 172.0 173
JCCRM223-47③ 199.5 200

認証値
［mg/dL］標準物質

＊ 基本的に10時間以上の絶食を「空腹時」とする。ただし水やお茶などカロリーのな
い水分の摂取は可とする。空腹時であることが確認できない場合を「随時」とする。

＊＊ スクリーニングで境界域高LDL-C血症、境界域高non-HDL-C血症を示した場合
は、高リスク病態がないか検討し、治療の必要性を考慮する。

●LDL-CはFriedewald式（TC-HDL-C-TG/5）で計算する（ただし空腹時採血の場
合のみ）。または直接法で求める。
●TGが400 mg/dL以上や随時採血の場合はnon-HDL-C（=TC-HDL-C）かLDL-C
直接法を使用する。ただしスクリーニングでnon-HDL-Cを用いる時は、高TG血症を
伴わない場合はLDL-Cとの差が+30mg/dLより小さくなる可能性を念頭においてリ
スクを評価する。
●TGの基準値は空腹時採血と随時採血により異なる。
●HDL-Cは単独では薬物介入の対象とはならない。

脂質異常症診断基準

LDLコレステロール
 140 mg/dL以上 高LDLコレステロール血症

 120～139 mg/dL 境界域高LDLコレステロール血症＊＊

HDLコレステロール 40 mg/dL未満 低HDLコレステロール血症

 150 mg/dL以上

トリグリセライド
 （空腹時採血＊） 

高トリグリセライド血症
 175 mg/dL以上

 （随時採血＊）

Non-HDLコレステロール
 170 mg/dL以上 高non-HDLコレステロール血症

 150～169 mg/dL 境界域高non-HDLコレステロール血症＊＊ ●＊糖尿病において、PAD、細小血管症網膜症、腎症、神経障害）合併時、または喫煙ありの場合に考慮す
る。（第3章5.2参照）
●＊＊「急性冠症候群」、「家族性高コレステロール血症」、「糖尿病」、「冠動脈疾患とアテローム血栓性脳梗
塞（明らかなアテロームを伴うその他の脳梗塞を含む）」の4病態のいずれかを合併する場合に考慮する。
●一次予防における管理目標達成の手段は非薬物療法が基本であるが、いずれの管理区分においても
LDL-Cが180mg/dL以上の場合は薬物治療を考慮する。家族性高コレステロール血症の可能性も念頭
に置いておく。（第4章参照）
●まずLDL-Cの管理目標値を達成し、次にnon-HDL-Cの達成を目指す。LDL-Cの管理目標を達成しても
non-HDL-Cが高い場合は高TG血症を伴うことが多く、その管理が重要となる。低HDL-Cについては基
本的には生活習慣の改善で対処すべきである。
●これらの値はあくまでも到達努力目標であり、一次予防（低・中リスク）においてはLDL-C低下率20～30%
も目標値としてなり得る。
●＊＊＊10時間以上の絶食を「空腹時」とする。ただし水やお茶などカロリーのない水分の摂取は可とする。そ
れ以外の条件を「随時」とする。
●＊＊＊＊頭蓋内外動脈の50%以上の狭窄、または弓部大動脈粥腫（最大肥厚4mm以上）
●高齢者については第7章を参照。

まず生活習慣の改善を
行った後薬物療法の適
用を考慮する

リスク区分別脂質管理目標値

治療方針の原則

一次予防

生活習慣の是正ととも
に薬物治療を考慮する

冠動脈疾患またはアテローム血栓
性脳梗塞（明らかなアテローム****を
伴うその他の脳梗塞を含む）の既往

二次予防

管理区分

低リスク

中リスク

高リスク

LDL-C Non-HDL-C TG HDL-C

＜150
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＜175
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メタボリード RemL-C ＜酵素法＞ 製造販売認証番号：218AAAMX00010000

カイロミクロンやVLDLなどの中性脂肪に富むリポ蛋白の代謝過程で生じるものをレムナントリポ蛋白と

いいます。13）一般的に、動脈硬化はマクロファージによる修飾LDL（酸化LDLや糖化LDLなど）の無制限な

取り込みが重要な原因の１つですが、レムナントリポ蛋白は修飾の有無にかかわらず容易にマクロファージに

取り込まれるため、動脈硬化惹起性リポ蛋白と考えられています。14）

メタボリードRemL-Cは血清中のレムナント様リポ蛋白コレステロールを測定する試薬です。

測定原理

● 高レムナント血症の動脈硬化促進メカニズム15） ● 高レムナント血症となる疾患16）

（λmax=555 nm）

・マクロファージへの取り込み亢進、泡沫化促進
・PAI-1活性が亢進 ・血管内皮機能障害
・血小板凝集能が亢進 ・冠状動脈壁平滑筋細胞の増殖が促進

高レムナント血症

動脈硬化促進

高レムナント血症はⅢ型高脂血症の診断、種々の疾患における脂質
代謝の遅延や動脈硬化発症のリスクを見る上で重要な指標です。

1次性

家族性Ⅲ型高脂血症
（アポ蛋白 E2/E2を基盤として発症し、高レムナント血症、早期の冠
動脈疾患を特徴とします）

肝性リパーゼ（HTGL）欠損症、
家族性高コレステロール血症（FH）、
家族性Ⅳ型高脂血症、家族性Ⅴ型高脂血症など

2次性

糖尿病、肥満（内臓脂肪型肥満）、
腎疾患（ネフローゼ、腎不全）、甲状腺機能低下症、
重症の肝障害、食事性（高コレステロール食、高脂肪食）、
薬剤（ステロイド、エストロゲン、サイクロスポリン投与）
など

※測定結果に基づく臨床診断は、臨床症状や他の検査結果と合わせて担当医師が
総合的に判断して下さい。

　メタボリードRemL-C参考基準範囲7.5 mg/dL以下17）

＊：plasminogen activator inhibitor-1；プラスミノーゲン活性化抑制因子-1

第
二
反
応

第
一
反
応 レムナント様リポ蛋白 可溶化

界面活性剤・ホスホリパーゼ-D 

遊離型コレステロール＋遊離脂肪酸

コレステロールエステラーゼ

遊離型コレステロール+O2  コレステノン + H2O2

コレステロールオキシダーゼ

2H2O2 + 4-AA + EMSE※ + H3O+ 赤紫色キノン色素 + 5H2O

パーオキシダーゼ

レムナント様リポ蛋白-
エステル型コレステロール ＋H2O

※ N-エチル-N-（3-メチルフェニル）-N’-サクシニルエチレンジアミン

単球

接着亢進

血小板凝
集能亢進

血管内皮
機能障害

血小板
レムナント

PAI-1＊活性亢進

マクロファージ

取り込み亢進
＋泡沫化促進

平滑筋細胞
増殖亢進

● 総コレステロール、中性脂肪、HDLコレステロール、LDLコレステロールが異常を示す病態・疾患18）

項目
増加する場合 減少する場合

一次性 二次性二次性一次性
家族性高コレステロール血症
家族性混合型高脂血症
家族性LPL欠損症
家族性Ⅲ型高脂血症
家族性CETP欠損症

動脈硬化症、糖尿病
甲状腺機能低下症
ネフローゼ症候群
閉塞性黄疸
アルコール性肝障害、妊娠

先天性無βリポ蛋白血症
先天性低βリポ蛋白血症
Tangier病、魚眼病
家族性LCAT欠損症

甲状腺機能亢進症
Addison病
吸収不良性症候群
重症肝障害

家族性高コレステロール血症
家族性混合型高脂血症

糖尿病、甲状腺機能低下症
ネフローゼ症候群
原発性肝細胞癌、肥満

家族性低コレステロール血症
先天性無βリポ蛋白血症
先天性低βリポ蛋白血症

甲状腺機能亢進症
吸収不良性症候群
慢性肝炎、肝硬変

家族性CETP欠損症
（HDL-C 100mg/dL 以上で
多い）
家族性HTGL 欠損症

原発性胆汁性肝硬変症（PBC）
薬剤投与（フェニトイン、シメチジン
ステロイドホルモン、アルコール 
他）

Tangier病、ApoA-Ⅰ欠損症
魚眼病、家族性低HDL血症
家族性LCAT欠損症
家族性LPL欠損症

虚血性心疾患、糖尿病
肝障害、甲状腺機能亢進症
肥満、薬剤（サイアザイド
アンドロゲン、抗脂血剤 他）

家族性LPL欠損症
家族性ApoC-Ⅱ欠損症
家族性Ⅲ型高脂血症
家族性HTGL欠損症

糖尿病、甲状腺機能低下症
ネフローゼ症候群、肥満
急性膵炎、慢性腎不全
尿毒症、食事性高TG血症
薬剤性高TG血症
自己免疫性高脂血症

先天性無βリポ蛋白血症
先天性低βリポ蛋白血症

甲状腺機能亢進症
Addison病
吸収不良性症候群
重症肝障害
肝硬変症

総コレステロール

中性脂肪

HDLコレステロール

LDLコレステロール

LPL：リポ蛋白リパーゼ
HTGL：肝性TGリパーゼ
CETP：コレステロールエステル転送蛋白

　　：CEの移動
　　：TGの移動

小腸

肝臓

マクロファージ

スカベンジャー
受容体

酸化変性

CM
レムナント

VLDL
レムナント（IDL）

ApoE
受容体

ApoE受容体
HDL

CM

ApoB-48
ApoE, C

ApoB-48
ApoA-Ⅰ, C, E

LDL
受容体

LDL
受容体

レムナント
受容体

B-48受容体

コレステロール
運搬

コレステロール
引き抜き

コレステロール，
TG再合成

コレステロール，
TG吸収

TG分解 TG分解

HDL

LDL

細胞

VLDL
ApoB-100, E, C

ApoA-Ⅰ，A-Ⅱ, 
C, E

ApoB-100

ApoB-100, E

LPL

LPL

CETP CETP

CETP

HTGL

スカベンジャー
受容体

食事由来 コレステロール逆転送系

肝臓由来（コレステロール転送系）

リポ蛋白の代謝13,14）
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メタボリード RemL-C ＜酵素法＞ 製造販売認証番号：218AAAMX00010000

カイロミクロンやVLDLなどの中性脂肪に富むリポ蛋白の代謝過程で生じるものをレムナントリポ蛋白と

いいます。13）一般的に、動脈硬化はマクロファージによる修飾LDL（酸化LDLや糖化LDLなど）の無制限な

取り込みが重要な原因の１つですが、レムナントリポ蛋白は修飾の有無にかかわらず容易にマクロファージに

取り込まれるため、動脈硬化惹起性リポ蛋白と考えられています。14）

メタボリードRemL-Cは血清中のレムナント様リポ蛋白コレステロールを測定する試薬です。

測定原理

● 高レムナント血症の動脈硬化促進メカニズム15） ● 高レムナント血症となる疾患16）

（λmax=555 nm）

・マクロファージへの取り込み亢進、泡沫化促進
・PAI-1活性が亢進 ・血管内皮機能障害
・血小板凝集能が亢進 ・冠状動脈壁平滑筋細胞の増殖が促進

高レムナント血症

動脈硬化促進

高レムナント血症はⅢ型高脂血症の診断、種々の疾患における脂質
代謝の遅延や動脈硬化発症のリスクを見る上で重要な指標です。

1次性

家族性Ⅲ型高脂血症
（アポ蛋白 E2/E2を基盤として発症し、高レムナント血症、早期の冠
動脈疾患を特徴とします）

肝性リパーゼ（HTGL）欠損症、
家族性高コレステロール血症（FH）、
家族性Ⅳ型高脂血症、家族性Ⅴ型高脂血症など

2次性

糖尿病、肥満（内臓脂肪型肥満）、
腎疾患（ネフローゼ、腎不全）、甲状腺機能低下症、
重症の肝障害、食事性（高コレステロール食、高脂肪食）、
薬剤（ステロイド、エストロゲン、サイクロスポリン投与）
など

※測定結果に基づく臨床診断は、臨床症状や他の検査結果と合わせて担当医師が
総合的に判断して下さい。

　メタボリードRemL-C参考基準範囲7.5 mg/dL以下17）

＊：plasminogen activator inhibitor-1；プラスミノーゲン活性化抑制因子-1

第
二
反
応

第
一
反
応 レムナント様リポ蛋白 可溶化

界面活性剤・ホスホリパーゼ-D 

遊離型コレステロール＋遊離脂肪酸

コレステロールエステラーゼ

遊離型コレステロール+O2  コレステノン + H2O2

コレステロールオキシダーゼ

2H2O2 + 4-AA + EMSE※ + H3O+ 赤紫色キノン色素 + 5H2O

パーオキシダーゼ

レムナント様リポ蛋白-
エステル型コレステロール ＋H2O

※ N-エチル-N-（3-メチルフェニル）-N’-サクシニルエチレンジアミン

単球

接着亢進

血小板凝
集能亢進

血管内皮
機能障害

血小板
レムナント

PAI-1＊活性亢進

マクロファージ

取り込み亢進
＋泡沫化促進

平滑筋細胞
増殖亢進

● 総コレステロール、中性脂肪、HDLコレステロール、LDLコレステロールが異常を示す病態・疾患18）

項目
増加する場合 減少する場合

一次性 二次性二次性一次性
家族性高コレステロール血症
家族性混合型高脂血症
家族性LPL欠損症
家族性Ⅲ型高脂血症
家族性CETP欠損症

動脈硬化症、糖尿病
甲状腺機能低下症
ネフローゼ症候群
閉塞性黄疸
アルコール性肝障害、妊娠

先天性無βリポ蛋白血症
先天性低βリポ蛋白血症
Tangier病、魚眼病
家族性LCAT欠損症

甲状腺機能亢進症
Addison病
吸収不良性症候群
重症肝障害

家族性高コレステロール血症
家族性混合型高脂血症

糖尿病、甲状腺機能低下症
ネフローゼ症候群
原発性肝細胞癌、肥満

家族性低コレステロール血症
先天性無βリポ蛋白血症
先天性低βリポ蛋白血症

甲状腺機能亢進症
吸収不良性症候群
慢性肝炎、肝硬変

家族性CETP欠損症
（HDL-C 100mg/dL 以上で
多い）
家族性HTGL 欠損症

原発性胆汁性肝硬変症（PBC）
薬剤投与（フェニトイン、シメチジン
ステロイドホルモン、アルコール 
他）

Tangier病、ApoA-Ⅰ欠損症
魚眼病、家族性低HDL血症
家族性LCAT欠損症
家族性LPL欠損症

虚血性心疾患、糖尿病
肝障害、甲状腺機能亢進症
肥満、薬剤（サイアザイド
アンドロゲン、抗脂血剤 他）

家族性LPL欠損症
家族性ApoC-Ⅱ欠損症
家族性Ⅲ型高脂血症
家族性HTGL欠損症

糖尿病、甲状腺機能低下症
ネフローゼ症候群、肥満
急性膵炎、慢性腎不全
尿毒症、食事性高TG血症
薬剤性高TG血症
自己免疫性高脂血症

先天性無βリポ蛋白血症
先天性低βリポ蛋白血症

甲状腺機能亢進症
Addison病
吸収不良性症候群
重症肝障害
肝硬変症

総コレステロール

中性脂肪

HDLコレステロール

LDLコレステロール

LPL：リポ蛋白リパーゼ
HTGL：肝性TGリパーゼ
CETP：コレステロールエステル転送蛋白

　　：CEの移動
　　：TGの移動

小腸

肝臓

マクロファージ

スカベンジャー
受容体

酸化変性

CM
レムナント

VLDL
レムナント（IDL）

ApoE
受容体

ApoE受容体
HDL

CM

ApoB-48
ApoE, C

ApoB-48
ApoA-Ⅰ, C, E

LDL
受容体

LDL
受容体

レムナント
受容体

B-48受容体

コレステロール
運搬

コレステロール
引き抜き

コレステロール，
TG再合成

コレステロール，
TG吸収

TG分解 TG分解

HDL

LDL

細胞

VLDL
ApoB-100, E, C

ApoA-Ⅰ，A-Ⅱ, 
C, E

ApoB-100

ApoB-100, E

LPL

LPL

CETP CETP

CETP

HTGL

スカベンジャー
受容体

食事由来 コレステロール逆転送系

肝臓由来（コレステロール転送系）

リポ蛋白の代謝13,14）



脂質検査試薬シリーズ

メタボリードHDL-C
HDLコレステロール

メタボリードLDL-C
LDLコレステロール

デタミナーL TC Ⅱ
総コレステロール

デタミナーL TG Ⅱ
中性脂肪

メタボリードRemL-C
レムナント様リポ蛋白コレステロール

参考文献

脂質検査薬シリーズ
● 試薬

記載項目

メタボリード標準血清
HDL･LDL-C測定用
（2 mL×4）

デタミナー標準血清
脂質測定用
（3 mL×6）、（3 ｍL×2）

メタボリード標準血清
RemL-C測定用
（1 mL×6）

HDLコレステロール
 LDLコレステロール
総コレステロール、中性脂肪
無機リン、尿酸、
クレアチニン、尿素窒素

総コレステロール、中性脂肪
遊離コレステロール、リン脂質

レムナント様リポ蛋白コレステロール

● キャリブレータ
品名 記載項目

メタボリード
コントロール脂質測定用
（1 mL×2）

HDLコレステロール
 LDLコレステロール
総コレステロール、中性脂肪

● 確認用試料
品名

記載項目

メタボリードコントロール
ＲｅｍＬ－Ｃ測定用Ｌ・Ｈ
1 mL（L+H）×3

レムナント様リポ蛋白コレステロール

● コントロール血清
品名

※試薬R-1、R-2は別売りです。
※各種自動分析機への適応が可能です。
※包装形態につきましては営業担当者までお問い合わせください。

項目 試薬
包装

R-1 R-2

 HDLコレステロール メタボリードHDL-C 45 mL×2 15 mL×2

 LDLコレステロール メタボリードLDL-C 45 mL×2 15 mL×2

 総コレステロール デタミナーL TC Ⅱ 45 mL×2 15 mL×2

 中性脂肪 デタミナーL TG Ⅱ 45 mL×2 15 mL×2

 レムナント様リポ蛋白 メタボリードRemL-C 12 mL×2 4 mL×2
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